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序章 北九州市環境首都総合交通戦略の見直しについて

序章 北九州市環境首都総合交通戦略の見直しについて 

北九州市では、公共交通のサービス向上と維持・存続を図り、地球温暖化の進行にも歯止めをかけてい

きたいという思いを込め、本市の都市交通のあり方や短中期の交通施策を盛り込んだ「北九州市環境首都

総合交通戦略」を平成20年12月に策定しました。 

交通施策の展開は策定時の概ね10年後を目標年次として、ＰＤＣＡサイクルによって進められていま

す。 

目標年次の中間年にあたる平成２５年度に、策定から５年間の取り組みに対する評価（Ｃｈｅｃｋ）を

実施し、その結果を踏まえて、計画の見直し（Ａｃｔｉｏｎ）を行いました。 
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開

■実施計画の作成（ 計画 ） 

○実施手順・時期・主体を具体的に決定 

○計画目標評価方法、施策別効果把握手法等を決定

○施策の評価（検証）・見直し時期の設定 

■施策の展開（ 実施 ） 

○施策の実施 

○進捗管理

■施策の評価（ 検証 ） 

○計画目標達成状況の把握 

○効果の把握（利用者数、利用満足度等） 

■計画の見直し（ 改善 ） 

○問題点・課題の把握 

○改善策の検討
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Check
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第１章（Ｐｌａｎ）策定当初の計画の概要

第１章（Ｐｌａｎ）策定当初の計画の概要 

◇ 対象区域 

北九州市全域を対象。 

◇ 目標年次 

平成21年度～平成30年度を目標。 

（５年ごとに事業の評価・検証を実施し、必要に応じて見直しを行います。） 

◇ 関連する計画との関係 

本市の上位計画である「北九州市基本構想・基本計画」「北九州市都市計画マスタープラン」「環境モデ

ル都市※行動計画」での交通に関する方針や施策は本戦略にて対応します。また、関連計画である「新た

な北九州市道路整備中長期計画」と連携を図り進めていきます。 

連携

連携 

＜本市における上位計画＞ ～戦略で対応する項目の抜粋～

北九州市基本構想・北九州市基本計画（平成20年12月策定）

●７つの「まちづくりの取り組みの柱」とその主要施策（抜粋） 

柱Ⅲ 暮らしを彩る～快適な生活空間の創出と文化・スポーツの振興～ 

  【主要施策】安心して通行できる身近な道路の整備 

柱Ⅴ 街を支える～都市基盤の強化と国際物流拠点の形成～ 

  【主要施策】広域物流ネットワークの強化、市民の交通利便性の向上と産業活動の支援 

        公共交通の利便性の向上、おでかけしやすい“移動手段”の確保 

柱Ⅵ 環境を未来に引き継ぐ～市民・企業・行政が共につくる「世界の環境首都」～ 

  【主要施策】環境に配慮した都市基盤の整備・維持管理、自動車環境対策の推進 

北九州市都市計画マスタープラン 
（平成15年11月策定）

●都市計画の目標 
・まちの魅力とイメージを高め、住みた
いまち、訪れたいまちをつくる。

●都市計画の方針 
・利用しやすい都市交通ネットワークの
形成を進める

環境モデル都市（平成20年7月22日認定）
●温室効果ガス削減に向けての取組方針（抜粋） 
・低炭素社会を実現するストック型都市への転換 
●取組内容 
・高効率交通システムの構築 
●計画目標 
・公共交通分担率の向上 
・自家用車のCO２排出量削減 

環境モデル都市行動計画（平成21年3月行動計画策定）
●温室効果ガス削減に向けての取組方針（抜粋） 
・環境が先進の街を創る 
●取組内容 
・高効率交通システムの構築 
※環境首都総合交通戦略にて対応

北 九 州 市 

環 境 首 都 

総合交通戦略 

(平成20年12月策定) 「新たな北九州市道路整備中長期計画」
（平成22年2月策定）

●今後の道路整備の方向性（抜粋） 
・ビジョン３ 美しき環境先進都市を支えるみちづくり 

●主な施策 
 北九州市環境首都総合交通戦略の推進 

連携 

北九州市環境首都総合交通戦略の概要 
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第１章（Ｐｌａｎ）策定当初の計画の概要

総合交通戦略においては、「望ましい交通体系を目指すための理念と基本方針」を設定し、それに基づ

いて交通施策が策定されています。 

北九州市環境首都総合交通戦略の理念と基本方針 
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第１章（Ｐｌａｎ）策定当初の計画の概要

総合交通戦略で取り組むべき施策として、「意識」・「公共交通」・「道路交通」の３つの分野で、28の交

通施策が策定されています。 

その中で、取り組みの柱となる５つの施策を「重点施策」に位置づけています 

総合交通戦略で取り組む交通施策 
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第１章（Ｐｌａｎ）策定当初の計画の概要

総合交通戦略では、概ね10年後の計画目標として、３つの指標が設定されています。 

また、長期的には環境モデル都市における目標を見据えることとしています。 

※1：徒歩･二輪車を除く。 

※2：単体対策等による排出量の削減は考慮していません。 

さらに削減量及び割合は、現状(平成17年)の自家用車からのCO2排出量(697,000t-CO2)をもとに算出しています。 

まずは、公共交通離れに歯止めをかけます。 

１．公共交通人口カバー率… 現状の80％を維持する 

２．公共交通分担率(※1)  … 現状の20％を維持する 

３．自家用車CO2排出量 … 約１％（▲7,000t-CO2）を(※2)

削減する 

長期的には、公共交通利用者を増やします。 

●公共交通分担率（平成42年）  … 30％ (※1) 

●自家用車CO2排出量 

・平成42年 …約13％（▲92,000t-CO2）削減 (※2)

・平成62年 …約14％（▲97,000t-CO2）削減 (※2) 

計画目標 

(概ね10年後)

長期目標 

総合交通戦略における計画目標 
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第２章（Ｄｏ）これまでの取り組み状況

第２章（Ｄｏ）これまでの取り組み状況 
総合交通戦略においては、交通施策の事業内容、事業主体、事業期間などを具体的に整理した「実施計

画」を平成22年３月に策定しています。 

ここでは、総合交通戦略策定後、５年が経過した現時点までの施策の進捗状況を整理します。 

平成22年３月に策定した実施計画において、28施策別にさまざまな事業が計画されています。 

1 モビリティマネジメントの実施 ★
地域，学校，企業を対象としたモビリティマネジメント、各種イベントの
実施

2 公共交通利用者に対する利用特典制度の普及
ＪＲ九州の切符でお安くお得に特典ブック、ちくてつ電車利用特典、ＩＣ
カード乗車券利用特典、定期利用者特典、ノーマイカー得々キャンペー
ン、ノーマイカーデー、北九州市公共交通１日フリー乗車券

3 レンタサイクル・カーシェアリングの普及 ★
モビリティセンター社会実験、コミュニティサイクルの導入、カーシェア
リングの導入

4 エコドライブの推進、低公害車の普及

ハイブリッドバス・BDFバス導入促進、ハイブリット・低燃費LPG車導入
促進、低燃費・低公害車導入支援、エコドラ北九州プロジェクト、出前講
演『実践！エコドライブ！』、エコカーフェアの開催、次世代自動車の市
役所率先導入

5 サイクル＆ライド、パーク＆ライド等の促進 サイクル＆ライド、パーク＆ライドの利用促進

6 相乗り通勤の普及・促進 企業を対象としたモビリティマネジメントの実施

7 交通結節機能の強化 ★
サイクル＆ライド駐輪場整備、バス停整備、バスロケーションシステム導
入

8 公共交通施設の案内情報の充実
小倉駅公共交通案内システム設置、総合公共交通マップの作成、案内板整
備

9 駅前広場の整備 駅前広場の整備

10 おでかけ交通と他交通機関との結節機能向上 既存バスとの結節の検討

11 ＩＣカード乗車券の導入及び相互利用 ICカードの導入及び検討、ICカードの相互利用

12 バリアフリー化の推進 JR駅，モノレール停留場，バスのバリアフリー化

13 幹線バス路線の高機能化 ★
バス停部の拡幅（歩道）、既存バスレーンのカラー舗装化・路面表示、バ
スレーンの導入・延伸・連続化、PTPSの導入検討など

14 筑豊電気鉄道の高機能化 利用促進イベントの開催、利用促進PR、車両の更新、駅のバリアフリー化

15 おでかけ交通への支援強化 ★
支援制度の検討、車両購入助成、運行経費や試験運行経費の一部助成、利
用促進ＰＲ

16 通勤時の乗合い送迎バスの導入促進 企業対象の乗合い送迎バス運行

17 新規鉄道路線の検討 北九州空港アクセス鉄道構想の研究、洞海湾横断鉄道構想の研究

18 次世代都市交通システムの検討 BRT、LRTの導入検討

19 都市計画道路の整備・見直し 都市計画道路の整備、都市計画道路の見直し

20 鉄道連続立体交差化 鉄道連続立体交差事業

21 都市高速道路の有効活用
一般道路の混雑緩和に向けた大型車等の都市高速道路への誘導、ETC割引
導入、新料金制度の社会実験

22 タクシー利用環境の改善 タクシーベイ(乗り場)の設置・検討、夜間タクシー待ち対策

23 取締りの強化 バス路線における取締り強化、違法客待ち駐車車両への取締り強化

24 タクシー客待ち・荷捌きスペースの有効活用
バス停の有効活用策の検討、タクシーベイ・荷捌きベイの相互活用、パー
キングメーターの運用時間外の客待ち駐停車場としての活用検討、バス専
用レーンにおける実車タクシーの通行検討

25 自転車専用レーンの導入 自転車通行環境モデル地区整備

26 徒歩・自転車での移動環境・利用環境の改善
自転車ネットワーク計画作成、あんしん歩行エリア整備、主要駅周辺地域
のバリアフリー化整備

27 道路緑化の推進 道路緑化

28 新規道路の整備 関門海峡道路の早期実現

意
識

Ⅰ

市
全
域

公
共
交
通

Ⅱ

公
共
交
通
拠
点

Ⅲ

公
共
交
通
軸

道
路
交
通

Ⅳ

道
路
交
通
軸

分類 施策
★
重点
施策

主要事業内容

実施計画（平成22年3月）で設定した主な事業内容 
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第２章（Ｄｏ）これまでの取り組み状況

実施計画の中では、28施策別に計234事業が計画されています

が、現在までに227事業（97％）に着手しており、どの施策につ

いても概ね順調に進捗しています。 

未着手の７事業の内、６事業は企業モビリティマネジメントに関

わる事業です。 

未着手の理由は、賛同を得られる企業の選定が困難であったこと、

さらに効果的な企業MMの実施方策や乗合通勤バスを実現するため

の施策の具体化までに至らなかったためです。 

事業数 ◎ ○ □ ▲

1 モビリティマネジメントの実施 ★ 21 3 16 0 2
企業ＭＭ
（響灘工業団地，日明地区）

2 公共交通利用者に対する利用特典制度の普及 12 2 10 0 0

3 レンタサイクル・カーシェアリングの普及 ★ 8 4 1 3 0

4 エコドライブの推進、低公害車の普及 21 5 16 0 0

5 サイクル＆ライド、パーク＆ライド等の促進 7 0 7 0 0

6 相乗り通勤の普及・促進 3 0 1 0 2
相乗り通勤促進
（響灘工業団地，日明地区）

7 交通結節機能の強化 ★ 25 8 17 0 0

8 公共交通施設の案内情報の充実 10 1 7 2 0

9 駅前広場の整備 6 0 6 0 0

10 おでかけ交通と他交通機関との結節機能向上 2 1 0 0 1
既存バスとの結節

（緑ヶ丘バス停）

11 ＩＣカード乗車券の導入及び相互利用 11 0 8 3 0

12 バリアフリー化の推進 17 11 5 1 0

13 幹線バス路線の高機能化 ★ 13 3 9 1 0

14 筑豊電気鉄道の高機能化 10 2 8 0 0

15 おでかけ交通への支援強化 ★ 5 0 5 0 0

16 通勤時の乗合い送迎バスの導入促進 2 0 0 0 2
乗合通勤バスの導入検討
（響灘工業団地，日明地区）

17 新規鉄道路線の検討 2 0 2 0 0

18 次世代都市交通システムの検討 2 1 1 0 0

19 都市計画道路の整備・見直し 23 1 22 0 0

20 鉄道連続立体交差化 8 0 8 0 0

21 都市高速道路の有効活用 3 1 2 0 0

22 タクシー利用環境の改善 7 0 7 0 0

23 取締りの強化 3 0 3 0 0

24 タクシー客待ち・荷捌きスペースの有効活用 5 0 5 0 0

25 自転車専用レーンの導入 2 2 0 0 0

26 徒歩・自転車での移動環境・利用環境の改善 3 1 2 0 0

27 道路緑化の推進 2 1 1 0 0

28 新規道路の整備 1 0 1 0 0

234 47 170 10 7

◎ 実施完了事業

○ 実施中および継続中事業

□ 検討中事業

▲ 未着手事業

分類 施策

★

重点
施策

H24年度までの実施状況 H24年度までに
未着手の事業

合計

意

識
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道
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事業実施状況 
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第２章（Ｄｏ）これまでの取り組み状況

これまでに完了または実施中・継続中の主な事業は以下の通りです。 

施策名 整備箇所 施策名 整備箇所

①
地域モビリティマネジメント
（ニューズレターの配布）

筑豊電鉄沿線 ⑬ 自転車レーンの整備
小倉都心部
R10田原地区

② コミュニティサイクルの導入
小倉都心
東田地区

⑭ 道路緑化 （都）大門木町線

③ パークアンドライドの促進
モノレール企救丘
筑鉄永犬丸

学校モビリティマネジメント
（学習資料の作成）

④ サイクルアンドライドの促進 筑鉄三ヶ森 ノーマイカーデー実施

⑤ バスロケーションシステム導入
黒崎バスセンター
小倉都心

低公害式、低床式バスの導入

⑥ 案内板整備 JR若松駅周辺 ＩＣカード乗車券ポイント制度（ＪＲ九州）

⑦ モノレール駅バリアフリー化 全駅 ちくてつ電車定期券・回数券利用特典

⑧ ＪＲ駅バリアフリー化
JR九工大前
枝光駅

モノレール定期利用特典

⑨ バスレーンのカラー舗装化 （県）門司東本町線 nimocaとSUGOCAの相互利用

⑩ おでかけ交通と既存バスとの結節 中谷バス停 広告付きバス停整備

⑪ 鉄道連続立体交差事業 折尾駅周辺 おでかけ交通への支援

⑫ 歩道整備 R322城野 1日フリー乗車券の発行（社会実験）

○：完了，　○：実施中，継続中

市
全
域

これまでに実施した主な事業 

● ソフト面では、学校ＭＭをはじめとする「モビリティマネジメント」等を実施しています。 

● 公共交通拠点においては、交通結節機能強化、案内情報の充実、バリアフリー化等に関わる事業が

進捗しています。 

● 公共交通軸上では、バスレーンのカラー舗装化、低床式バスの導入、おでかけ交通の運行等が行わ

れています。 

● また、自転車レーンや歩道の整備も進んでいます。 
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第２章（Ｄｏ）これまでの取り組み状況

①ちくてつニューズレター 
⑤黒崎バスセンター 

⑤小倉駅周辺 

ノーマイカーデーＰＲチラシ 

⑦徳力嵐山口停留場 

⑬小倉駅新幹線口 

⑧JR枝光駅 

⑭大門木町線 

学校ＭＭ教材 

⑥ＪＲ若松駅前 

③モノレール基地駐車場 

⑬自転車レーン（田原地区） 

1日フリー乗車券の発行 

⑨門司東本町線 

広告付きバス停整備 
低床式バス（西鉄バス北九州）

低床式バス（北九州市営バス）

おでかけ交通 
（恒見・喜多久地区） 

これまでに実施した主な事業 
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第２章（Ｄｏ）これまでの取り組み状況

・モビリティマネジメントの実施・・・学校ＭＭを毎年実施しています。毎週水曜日のノーマイカーデ

ーも設定されました。 

・レンタサイクル・カーシェアリングの普及・・・コミュニティサイクルが小倉都心・東田地区で導入

されました。 

・交通結節機能の強化・・・バスロケーションシステムの導入や広告付きバス停の整備が進んでいます。 

・幹線バスの高機能化・・・既存バスレーンのカラー舗装が毎年行われています。魚町バス停前の歩道

拡幅も実施されました。 

・おでかけ交通への支援・・・車両購入や運行等にかかわる支援助成制度が策定され、現在７地区で運

行されています。 

▲ コミュニティサイクルステーション ▲ コミュニティサイクル利用状況 

2 2

7 7

22

0

5

10

15

20

25

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

（クラス）

・地域ＭＭ：八幡西区・若松区の転入者ＭＭ及び公共交通マップ作成（H24年度～） 

・学校ＭＭ：学習資料作成、出前授業実施（H21～H25年度末までに15校、40クラスで実施予定）

・企業ＭＭ：ＴＯＴＯ朽網工場でマイカー通勤者100人にアンケート実施（H22年度） 

・市役所ＭＭ：全市職員のうちマイカー通勤3,454人にアンケート実施（H22年度） 

・ノーマイカーデー：毎週水曜日をノーマイカーデーに設定（H22年度） 

・イベント：エコライフステージ、モノレールまつり、ちくてつまつり等（H21年度） 

重点施策：モビリティマネジメントの実施 

・コミュニティサイクルの導入：小倉都心・八幡東区東田地区で導入（２地区21箇所：H22年度～）

・カーシェアリングの導入：小倉都心・八幡東区東田地区で導入（２地区２箇所：H20年度～）

重点施策：レンタサイクル・カーシェアリングの普及 

▲ 学校ＭＭの学習資料 ▲ 学校ＭＭの実施状況 

重点施策に関する事業の実施状況 

● 重点施策に関する事業は、着実に進捗しています。 
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第２章（Ｄｏ）これまでの取り組み状況

・バス停助成制度の創設   ・広告付きバス停整備（37基：H19～H23年度） 

・バスロケーションシステムの社会実験実施（５箇所：H22年度～） 
・バス停の待合い環境改善（４箇所：H22年度） 

重点施策：交通結節機能の強化 

・バス停前歩道拡幅（１箇所）  ・既存バスレーンのカラー舗装（10.9km：H21～H24年
度）

重点施策：幹線バス路線の高機能化 

・支援制度の検討：運行支援補助、試験運行助成制度 

・車両購入助成：新車購入時の助成（H17年度に制度改正） 

・運行支援助成：助成条件を満たした地区において赤字の一部を助成（H21年度～） 

・試験運行助成：試験運行時に費用の一部を助成（H22年度～） 
・利用促進ＰＲ：利用促進のため、チラシ等でＰＲ 

重点施策：おでかけ交通への支援 

8

32 32 33 35

8

24

0 1
2

2

8

32 32 33
35

37

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H19 H20 H21 H22 H23 H24

（箇所） 累積整備箇所数 新規整備箇所数

2.4

7.4

10.0

2.4

5.0

2.6

0.9

2.4

7.4

10.0
10.9

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

H21 H22 H23 H24

（km） 累積整備距離 新規整備距離

区分 地区 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

枝光 10月～

大蔵 10月～

木屋瀬・楠橋・星ヶ丘 4月～

合馬・道原 4月～

平尾台 4月～

田代・河内 10月～

桜丘 3月～ ～10月

恒見・喜多久 10月～

田野浦 12月～

廃
止
路
線
対
策

高台
地区

▲ 広告付きバス停整備箇所数 

▲ バスレーンのカラー舗装延長 

▲ バスロケーションシステム（小倉都心） 

▲ バス停前歩道拡幅（魚町バス停） 

■ おでかけ交通の運行地区 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価 

総合交通戦略の策定から５年間が経過した現時点において、これまでの取り組みに対する評価を実施し

ます。 

■ 計画目標の達成状況 

交通戦略策定時 
計画目標 

（策定後概ね10年後）

現在 

【 H24年度末 】 

達成

状況

①公共交通人口カバー率 79.3％ 現状の80％を維持 79.5% ○ 

②公共交通分担率 20.5％ 現状の20％を維持 21.9% ○ 

③自家用車CO2排出量 69.7万ｔ-CO2/年
約１％を削減 

▲7,000ｔ-CO2/年 

約2.4%削減 

▲16,400ｔ-CO2/年
○ 

１．計画目標の達成状況 

● 交通戦略策定後５年が経過した現時点で、策定後概ね10年後の計画目標の３指標について目標値を

達成しています。 

・公共交通人口カバー率は80％を維持（策定時79.3％→現在79.5％） 

・公共交通分担率は上昇（策定時20.5％→現在21.9％） 

・自家用車からのＣＯ２は約１％以上削減（約2.4％、16,400ｔ削減） 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

（１）公共交通人口カバー率

・公共交通サービスがカバーされている圏域に居住する人の割合は、総合交通戦略策定時と同水準の 

約80％を維持しており、計画目標を達成しています。 

78.8万人 77.7万人

20.6万人 20.0万人

99.4万人 97.7万人

交通戦略

策定時

現在

（H25年３月）

公共交通

空白地域

公共交通

カバー地域

居住人口

79.3% 79.5%

20.7% 20.5%

公共交通人口カバー率は８０％を維持しています。（策定時79.3％→現在79.5％） 

■ 北九州市における公共交通カバー地域と空白地域 

■ 公共交通人口カバー率の変化 

※人口は国勢調査250ｍメッシュより集計 

（交通戦略策定時 ＝H17国調人口， 

現在(H25年３月)＝H22国調人口） 

公共交通人口カバー率＝公共交通カバー圏域の人口／総人口 

【公共交通カバー圏域】 

鉄道駅から500ｍ以内またはバス停から300ｍ以内 
（高台地区：標高50ｍ以上はバス停から100ｍ以内）の地域 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

（２）公共交通分担率 

・公共交通利用者数は、総合交通戦略策定時より増加しました。 

・移動の際に公共交通を利用する人の割合が高くなり、計画目標を達成しています。 

※公共交通分担率は、第４回北部九州圏パーソントリップ調査（H17年）による北九州市内の分担率をベースとして、

H17からH24の公共交通利用者数の増分を自家用車からの転換量と見なして算定しています。 

21.9%

20.5%

78.1%

79.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③ H24

① H17

公共交通 自家用車

15.3 15.2 

1.6 1.3 
3.0 3.1 

16.5 19.4 

36.5 
39.0 

0

10

20

30

40

H17 H24

（万人/日）

バス

モノレール

筑豊鉄道

ＪＲ

＋2.4万人/日 ②

(0.99)

(0.81)
(1.02)

(1.17)

※( )はＨ17を1.00とした伸び率

(万トリップ/日)

公共交通 自家用車 計

36.0 139.8 175.8 第４回（H17）北部九州圏パーソントリップ調査

20.5% 79.5% 100.0% による北九州市内トリップの分担率

公共交通利用者数の変化（H17→H24）

出典） 交通事業者の実績データ

38.5 137.3 175.8 総トリップ数は変化しないと考え、公共交通の増加量を

21.9% 78.1% 100.0% 自家用車からの転換量として算定
③ H24

備考

① Ｈ17

② 増減量 2.4 -2.4 0.0

■公共交通利用者数の変化 

■公共交通分担率の変化 

公共交通分担率は上昇しました。（策定時２０.５％→現在２１.９％） 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

（３）自家用車ＣＯ2排出量 

・自家用車の利用が減少したことで、ＣＯ２の排出量が減少しました。 

・約2.4％の減少が見込まれ、計画目標（約１％削減）を達成しています。 

※公共交通利用者数の増分を自家用車からの転換量と見なして、CO2排出の削減量を算定しています。 

※平成24年の排出量 

平成17年の自家用車（自家用乗用車+軽自動車）のCO2排出量（69.7万t-CO2／年）をベースとし

て、上記の方法で算定した削減量を減算した値。 

【参考】「北九州市環境モデル都市行動計画」による自動車からのCO2排出量の算定値 

697,000

ｔ-CO2/年
680,600

ｔ-CO2/年

削減量

16,400

ｔ-CO2/年

H17 H24

2.4%削減

■自家用車からのCO2排出量の変化 

自家用車からのＣＯ２は約１％以上削減しました。（約２.４％、１６,４００ｔ削減） 

１３７．７万ｔ-CO2  ⇒  １２７．４万ｔ-CO2 

（Ｈ17年度）      （Ｈ22年度） 

－１０．３万ｔ-CO2

自家用車利用者数の削減量＝2.4万人/日 

（＝公共交通利用者数の増加量） 

自家用車による移動キロの減少量＝26.4万人ｋｍ/日 

平均走行キロ＝11ｋｍ 
（H17道路交通センサスによる乗用車類の値）

１人を１ｋｍ運ぶ時のCO2排出量 
＝170ｇ-CO2/人ｋｍ

（国土交通省資料：H23年度） 

１日当たりのCO2排出量の削減量＝44.9ｔ-CO2/日 

× 365日 

＝ 

CO2排出量の削減量＝16,400ｔ-CO2/年 

削減量 
16,400ｔ-CO2/年 
約2,100ha（福岡ヤフオ

クドーム約300個分の広

さ）のスギ人工林が１年間

に吸収する二酸化炭素の量

に相当します。 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

【参考】 「②公共交通分担率」と「③自家用車ＣＯ２排出量」の算定方法について 

■算定する上で必要となる「自家用車利用者数」が正しく把握できないことから、「自家用車利用＋公

共交通利用」の総数は計画策定時から変化がないとして、公共交通利用の変化量を自家用車利用から

差し引いて推計しています。 

■計画策定時の「自家用車利用者数」および「公共交通利用者数」は、第４回北部九州圏パーソントリ

ップ調査（平成17年実施）の結果を用いています。 

■参考までに、平成17年以降の指標の変化を下のグラフに示しています。 

・本市の人口は減少しているものの、自動車免許保有者数や自動車保有台数は若干増加しています。

・しかしながら、道路交通センサスによる市内道路の総走行台キロ（台数×移動距離の合計）は、Ｈ

17年からＨ22年にかけて減少（－３.５％）しており、自家用車利用者数は減少していることが推

察されます。 

人口、自動車保有台数、公共交通利用者数：北九州市「統計年鑑」 

運転免許保有者数：福岡県警「交通年鑑」 

自動車走行台キロ：道路交通センサス（Ｈ17、Ｈ22）による市内道路区間の合計値 

100.0 

106.7 

102.3 

102.0 
98.3 

96.5 

85

90

95

100

105

110

115

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 年次

公共交通利用者数

運転免許保有者数

自動車保有台数

人口

自動車走行台キロ

▼ 各指標の変化（平成17年を100とした値） 

公共交通利用者数は増加しているのに対し、自動車交通量は減少していることから、自動車利用か

ら公共交通利用に転換したと考えられます。 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

（１）公共交通利用者数の変化 

・本市における公共交通利用者数は、平成17年まで減少の一途をたどっていましたが、平成18年からは、

増加または横ばいに転じています。 

・特に、バス利用者は総合交通戦略策定時より増加しています。 

・本市の人口は減少中でありながら、公共交通利用者は減少していないことから、総合交通戦略による成

果が上がっていると考えられます。 

・なお、タクシーの利用客数は、近年減少傾向となっています。 

・公共交通の減少に歯止めがかかった要因としては、施策を実施することによる「公共交通の利便性の向

上」に加え、モビリティマネジメント等により自家用車から公共交通の利用へ「市民の意識が変化」し

たと考えられます。 

15 16 17 16 16 15 15 15 15 15 15 15 15 

33 

20 

8.7 
2.0 1.7 1.6 1.6 1.6 1.6 1.5 1.4 1.4 1.3 

2.9 
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万人/日

年度

筑豊電鉄のＨ3までには西鉄北九州線を含む

タクシーは、北九州交通圏の合計

鉄道＋バス

バス

モノレール

筑豊電鉄

ＪＲ

タクシー

■ 北九州市における公共交通利用者数の推移 

資料：北九州市統計年鑑等

交通施策 施策による効果

駅前広場の整備 鉄道駅へのアクセス性の向上、乗り継ぎ利便性の向上

サイクル＆ライド、パーク＆ライド駐車場の整備・運営 駅やバス停へのアクセス性の向上

バス停整備 バスの待合環境の改善

バスロケーションシステム導入 バス待ちのイライラが解消

案内板の整備 乗り継ぎのわかりやすさが向上

ＩＣカード乗車券の導入・相互利用化 利用者が運賃を支払う際の利便性が向上

バスレーンのカラー舗装化 バスの定時性速達性が向上

交通施策 施策による効果

筑豊電鉄の利用促進ＰＲ 筑豊電鉄利用への手段転換

モビリティマネジメント 自家用車利用から公共交通への手段転換

公共交通利用者数の減少に歯止めがかかりました。 

【公共交通の利便性の向上に寄与した主な交通施策】 

【公共交通利用への意識の変化をもたらした主な交通施策】 

２．これまでの取り組みによる成果 

● これまでの取り組みにより、一定の成果が上がっています。 

・公共交通利用者の減少に歯止めがかかりました。 

・公共交通に対する市民の満足度が向上しました。 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

（２）公共交通に対する市民満足度

・市民意識アンケートによると、公共交通での移動は便利であると感じる市民は半数を超え、その満足度

は向上しています。H21年：51.4％ → H24年：55.5％ 

・交通施策の実施による公共交通の利便性が向上したことを市民が実感していると考えられます。 

・特に、高齢になるほど満足度は高い傾向にあり、バリアフリー化の推進による効果が現れていると考え

られます。 

公共交通の利便性に対する市民の満足度 

公共交通の利便性に対する高齢者の満足度 

高齢者回答数：H21調査725票 

H24調査685票 

平成21年度調査：市内居住20才以上の3,000人対象に調査 

有効回答数1,618票、有効回答率53.9％ 

平成24年度調査：市内居住20才以上の3,000人対象に調査 

有効回答数1,488票、有効回答率49.6％ 

11.5%

12.2%

39.9%

43.3%

15.9%

16.2%

22.4%

20.2%

5.6%

6.2%

4.7%

1.9%
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H24年度

とても感じている ある程度感じている
どちらとも言えない あまり感じていない
ほとんど感じていない 無回答

51.4% 
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14.1%
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17.1%

41.4%

47.1%

40.8%

45.8%

16.6%

16.4%

12.9%

14.9%
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19.8%

20.9%

13.5%

3.0%

6.1%

4.1%

4.8%

5.0%

0.9%
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3.9%
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代
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０
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55.5% 

56.8% 

56.8% 

62.9% 

公共交通の利便性に対する市民の満足度が向上しました。 

資料：市民意識調査（新しいまちづくりによる市民満足度等について）；平成21年度実施 

市民及び企業における市政満足度等調査；平成24年度実施



19

第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

（３）その他の成果

①人口移動 

・本市においては、区画整理事業等により郊外部への人口分散が見受けられますが、小倉都心や黒崎副都

心でも人口が増加しています。 

・総合交通戦略による小倉都心や黒崎副都心の公共交通の利便性の向上等が、まちなか居住に寄与してい

ると考えられます。同時に、郊外部における市民の足が確保されていることもうかがえます。 

②環境への配慮 

・市民意識アンケートによると、市政

や市民が行う環境に配慮した取り

組みに対して、半数近くの人が満足

度を感じています。 

・総合交通戦略でのモビリティマネジ

メントが市民の環境への配慮に寄

与していると考えられます。 

資料：市民意識調査（新しいまちづくりによる市民満足度等について）；平成21年度実施 

市民及び企業における市政満足度等調査；平成24年度実施

市内では、郊外部だけでなく都心部でも人口が増加しています。 

■環境に配慮した取り組みに対する満足度

6.9%

9.8%

40.0%

37.2%

35.4%

36.3%

12.4%

10.3%

2.4%

3.6%

3.0%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年度

H24年度

とても感じている ある程度感じている
どちらとも言えない あまり感じていない
ほとんど感じていない 無回答

46.9%

47.0%

■居住人口の伸びの状況（H18とH25の比較） 

資料：住民基本台帳 

小倉都心

北九州学術研究都市 

土地区画整理 
（中吉田） 

黒崎副都心

環境への配慮に対する意識が市民の多くに浸透しています。 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

③おでかけ交通の利用者数 

・おでかけ交通の支援制度が平成22年度に策定され、平成23年度に４地区で新たに試験運行が開始され

た（１地区は運休中）こともあり、利用者総数は、減少から微増に転じています。 

・おでかけ交通は、高台地区やバス路線廃止地区において、貴重な「市民の足」として役立っています。 

④コミュニティサイクルの利用者数 

・コミュニティサイクルは、小倉都心部と東田地区において導入され、利用者数は年々増加しており、徐々

に市民に浸透してきています。 

3.6 

11.8 
12.6 

17.1 
16.0 

14.5 14.7 14.3 

12.5 
11.7 

10.9 11.2 
12.1 

0

5

10

15

20

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（万人／年）

▲ おでかけ交通の利用者数の推移 資料：北九州市

28

34
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54
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10

20

30

40
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60

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

（台）

※H25年度は４月～11月平均

▲ コミュニティサイクルの利用状況（１日平均利用台数） 資料：北九州市

おでかけ交通の利用者数は、減少から微増へ変化しました。 

コミュニティサイクルの利用者数が増加しています。 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

これまでの取り組みにより計画目標を達成し、一定の成果が上がっていますが、現時点において、以下

のような課題があります。 

３．現状における課題 

【課題－１】 

●公共交通を取り巻く環境 

公共交通利用者の減少には歯止めがかかりましたが、通勤・通学者人口の減少や、公共交通のサ

ービス水準の低下等により、再び減少に転ずる恐れがあります。さらに、利用者の減少が続けば、

公共交通空白地域の拡大が懸念されます。 

【課題－２】 

●移動に制約を受ける人々の交通環境 

本市では、全国平均を上回る速度で高齢化が進行しており、自由に自家用車を利用できない人々

の増加が懸念されます。 

【課題－３】 

●地球温暖化問題 

自動車利用への依存がこのまま続いた場合、地球温暖化の進行が懸念され、公共交通の利用促進

に加えて、徒歩・自転車といった地球環境にやさしい移動手段への転換が望まれます。 



22

第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

【課題－１】 公共交通を取り巻く環境 

・本市の人口は減少し続けており、今後も人口の減少が予想されます。 

・15歳以上通学者数の減少が顕著であり、生産年齢人口（15～64歳）も減少することから、通勤・通

学における公共交通利用者の減少が推察されます。 

・そのため、公共交通利用者の減少には歯止めがかかったものの、再び減少に転じる恐れがあります。 

・バス路線は、平成13年から現在までに45路線（約115ｋｍ）が廃止されていますが、利用者が再び

減少に転じた場合には、サービス水準の低下、さらには公共交通空白地域が拡大する恐れがあります。 

1 1 
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廃止総キロ

累積(km)

廃止路線数

累積(本)

廃止路線数累積(本)
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資料：北九州市

■北九州市内のバス廃止路線数及び路線総延長の推移 

公共交通利用者が、再び減少に転じ、公共交通空白地域が拡大する恐れがあります。 

■居住人口と15歳以上通学者数の推移 

資料：平成22年までは「国勢調査」 

平成27年、32年は、「国立社会保障・人口問題研究所」の

中位推計（平成25年3月推計） 

22 18 16 14 13 13 12 11

72
71 70 68 64 60

56

52

11 13 16
19 22 25 29 30

106 103 102 101 99 98 96 94

8.9 
9.6 

9.1 

7.7 
6.6 5.2 

0

2

4

6

8

10

12

0

20

40

60

80

100

120

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32

65歳以上

15～64歳

0～14歳

15歳以上

通学者数

居住人口（万人） 通学者数（万人）

■北九州市内のバス停数の推移 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

【課題－２】 移動に制約を受ける人々の交通環境 

・本市では、全国平均を上回る速度で高齢化が進行しています。 

・今後もさらに高齢化が進行し、自由に自家用車を利用できない人々の増加が懸念されます。 

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32

■高齢化率の推移及び将来推計 

高齢化の進行により、自由に自家用車を利用できない人々の増加が懸念されます。 

資料：平成22年までは「国勢調査」 

平成27年、32年は、「国立社会保障・人口問題研究所」

の中位推計（平成25年3月推計） 
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第３章（Ｃｈｅｃｋ）これまでの取り組みに対する評価

【課題－３】 地球温暖化問題 

・本市は、他の政令市に比べ、自家用車への依存度が高く、公共交通や徒歩・自転車の利用割合が低い状

況にあります。 

・自動車車利用への依存がこのまま続いた場合、地球温暖化の進行が懸念されます。 

・公共交通利用促進に加え、徒歩や自転車といった地球環境にやさしい移動手段への転換が望まれます。 

・自転車の利用環境の向上は、市民からの要請も高くなっています。 

■通勤・通学時の利用交通手段＜平成22年＞

自家用車依存に起因する地球環境への影響が懸念されます。 

自家用車

50%

バス

14%

鉄道

12%

タクシー

0.4%

徒歩

10%

自転車

9%

オートバイ

3%

その他

2%

公共交通

[25%]

自転車・徒歩

[19%]

総面積
当たり

可住地
面積当たり

80万人 5 16

81万人 11 12

71万人 9 16

73万人 19 23

98万人 20 33

72万人 5 21

105万人 13 31

117万人 13 40

191万人 17 43

226万人 69 72

146万人 43 64

72万人 22 51

84万人 56 58

96万人 35 43

154万人 28 47

122万人 56 57

147万人 18 68

369万人 84 92

267万人 120 120

143万人 100 105

人口
人口密度（人/ha）

自家用車 バス 鉄道 タクシー 徒歩 自転車 オートバイ その他
資料：国勢調査

本市における通勤通学時の利用交通手段は、 

自家用車が50％を占めており、政令市20市 

の中で５番目に高い状況です。 

■通勤・通学時の利用交通手段 
【北九州市】他の政令市に比べ、自家用車への依存度が高い 
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・市民アンケートによると、自転車利用の促進を進めることに対し、肯定的な意見は約７割となってい

ます。 

・これに対して、自転車利用環境については、５割の人が満足しておらず、自転車利用環境の向上が望

まれます。 

自転車利用を

おおいに進め

るべき 25.4%

自転車利用を

進めるべき

43.7%

現状のまま

でよい

17.6%

その他

13.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

肯定的意見69％

満足している

0.7%

どちらかといえ

ば満足している

6.9%

どちらとも

いえない

28.5%

どちらかといえ

ば満足していな

い

25.0%

満足していない

27.1%

わからない

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足8％ 不満52％

【自転車利用の促進を進めること】 

【現在の自転車利用環境の満足度】 

資料：平成24年６月実施 市政モニターアンケート（自転車の利用促進について）

自転車利用環境に対する市民の要請は高い 
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１．公共交通の現状 

（１）鉄道の現状 

『市内主要拠点を有機的に連絡する鉄道ネットワークを形成』 

鉄(軌)道駅数
人口当り駅数
(箇所/万人)

面積当り駅数
(箇所/ｋ㎡)

人口
(人)

面積
(ｋ㎡)

55 0.56 0.11 976,846 487.89

・北九州市内の鉄道網は、下図に示すとおりＪＲ鹿児島本線、日豊本線、筑豊本線、日田彦山線によ

り全区を有機的に連絡しています。 

・また、モノレールと筑豊電鉄は、それぞれ都心の小倉駅，副都心の黒崎駅でＪＲと接続しており、

都市内及び都市間輸送を担っています。 

・駅乗降客数は、鉄道相互の乗換駅である小倉駅、折尾駅、黒崎駅で多く、これらの駅は交通結節

点として重要な役割を果たしています。 

出典：鉄道駅数には、新幹線駅を含まず。人口及び面積は、国勢調査より

資料：列車、駅停車本数は「JTB時刻表」（H25.10）調べ ：フェリー・船については、H25.10の各ダイヤより 

：駅乗降客数は、北九州市統計年鑑（H22年度実績）より 

▼北九州市内の鉄道駅数 
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（２）路線バスの現状 

①バス路線網 

『市内全域でバスネットワークを形成し、鉄道駅との結節点や小倉都心部で多い運行本数』 

・北九州市内の路線バスは、鹿児島本線の駅

を中心とした系統や旧市内電車通りで運

行本数が多くなっています。 

・北九州市内のバス停の数は、平成22年度

まで増加していましたが、バス路線の廃止

等により平成23年度は減少しています。 

▲北九州市内の運行本数ランク別バス路線網図 
資料：北九州市 

■北九州市内のバス停数の推移 
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②バスレーンの設置状況 

『バス運行本数が多い区間を中心に設置されているバスレーン』 

40.2 38.8 37.0 

20.1 20.0 21.1 

60.3 58.8 58.1 

0

10

20

30

40

50

60

70

H18年10月 H21年3月 H25年3月

延長(km) バス専用レーン バス優先レーン

国道322号の車線数減少（４車線→２車線）
に伴い、バス専用レーンを廃止 

バス専用レーン 
→バス優先レーンに変更

・北九州市内のバス専用レーンや優先レーンは、37区間，58kmにわたって設置されており、朝、

夕ピークを中心に運用されています。 

・具体的には、小倉都心部から小倉南区方面と門司区方面や、旧電車通りの到津～黒崎間等のバス

運行本数が多い区間を中心に設置されています。 

・また、一部では不連続な区間が存在します。 

・国道322号の車線数減少に伴い、総合交通戦略策定時点より設置延長が約２㎞短くなっています。

資料：福岡県警資料及び「交通年鑑」より

H18年10月 H21年3月 H25年3月

区間数 23 23 21

延長（ｋｍ） 40.2 38.8 37.0

区間数 15 15 16

延長（ｋｍ） 20.1 20.0 21.1

区間数 38 38 37

延長（ｋｍ） 60.3 58.8 58.1

福岡県警 福岡県警「交通年鑑」

資料 平成20年版 平成24年版

バス専用レーン

バス優先レーン

計

出典

■北九州市内のバス専用・優先レーン ■北九州市におけるバスレーンの推移 
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③バス停整備事業助成金制度の概要 

・北九州市では、路線バス事業者が行うバス利用環境の充実を目的とする事業に対して、助成金を

交付する要綱を定め、平成20年10月8日に施行しています。 

■北九州市バス停整備事業助成金交付要綱 

事業名 助成対象者 助成対象経費

バス停整備事業 路線バス事業者 バス停の上屋、ベンチ等の整備に要する

費用のうち、事業者が負担する経費

Ｈ１９.３実施 交通結節点整備計画の検討における第1次抽出 

【抽出条件（次のいずれかに該当するバス停）】 

① 軌道系駅及び100m以内のバス停  ② バス営業所・起終点・折返点 

③ バス路線の分岐部及び交差部    ④ 交通事業者の要望箇所 

現在上屋が設

置されていな

バ ス 停 整 備 計 画 箇 所 

戦略の「バス機能強化検討区間」に該当するか

該当する

次のいずれかに該当するか 

① 病院・高校・大規模商業施設から100m以内 

② バリアフリー構想策定エリア内のバス停（黒崎地区） 

③ 一便当たりの利用者が10人以上 

該当しない

該当する

該当しない

その他、市民要望など交通政策上市長が認めるバス停

（例：地元要望、更新する上屋など）

該当しない

整備対象外

該当する 該当する 該当しない

バス停整備実施段階の基準 

① 道路占用許可基準 

② 建築基準法 

整備開始 

基準をクリア

バス停（ベンチ・上屋等）の整備基準 
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（３）公共交通利用者数の推移 
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日豊本線
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筑豊本線

西鉄+筑豊

モノレール

【乗客数伸び率（Ｈ4を1.00）】

（年）

Ｈ4西鉄北九州線

（砂津～黒崎駅前）廃止

Ｈ12.11西鉄北九州線廃止

Ｈ10.4モノレール延伸

（小倉～平和通）

Ｈ13.10特急回数券「2枚切符」、「4枚切符」導入

（ＪＲ）
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日田彦山線（石田～呼野）

西鉄+筑豊電鉄
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（鹿児島本線・日豊本線・筑豊本線）
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ＪＲ

西鉄+筑豊

モノレール

バス

タクシー

乗用車保有台数（万台）

公共交通計伸び

【公共交通計伸び（S40を1.00）】【乗客数(万人/日)】【自動車保有台数(万台)】

S55西鉄北九州線
（北方線）廃止

S60西鉄北九州線

（門司線,枝光線,戸畑線）廃止

S60.1北九州

モノレール開業

（年）

Ｈ4西鉄北九州線

（砂津～黒崎駅前）廃止

Ｈ12.11西鉄北九州線廃止

【公共交通計伸び（S40を1.00）】【乗客数(万人/日)】【自動車保有台数(万台)】

（年）

Ｈ20.5 nimoca導入

Ｈ21.3 SUGOCA導入
Ｈ22.3 nimocaと

SUGOCAの相互利用

▼H24/H18の伸び
Ｈ24/Ｈ18

ＪＲ 1.00

西鉄+筑豊電鉄 0.81
モノレール 1.01

バス 1.15

タクシー 0.71
乗用車保有台数 1.06

・本市内の公共交通利用者は、昭和40年代前半にピーク期を迎えた後、ほぼ一貫して減少しており、

平成18年の利用者数は昭和40年の１／３強でありましたが、平成18年以降は微増または横ばい

傾向となっています。 

・一方、自動車保有台数はほぼ一定割合で増加傾向にあります。 

●資料：「北九州市統計年鑑」（各事業者調べ）より ●ＪＲは、北九州市内のＪＲ駅乗客数の合計（含む新幹線小倉駅） 

●自動車は乗用車と軽自動車の合計        ●バスは、交通局、西鉄バス北九州、西鉄北九州観光、北都観光バス

●公共交通計の伸びは、タクシーを除く交通機関利用者の合計で算出 
※データ取得の関係上、筑豊電鉄の個別データはS61以降、タクシーはS43以降について表記しています。 

計画策定後 

■鉄道区間別利用者数の推移 

資料：北九州市統計年鑑

計画策定後 

■公共交通利用者数の推移 
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（４）おでかけ交通の現状 

『高台地区や廃止路線地区で生活の足を確保する「おでかけ交通」』 

区分 地区 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

枝光 10月～

大蔵 10月～

木屋瀬・楠橋・星ヶ丘 4月～

合馬・道原 4月～

平尾台 4月～

田代・河内 10月～

桜丘 3月～ ～10月

恒見・喜多久 10月～

田野浦 12月～

廃

止
路
線

対
策

高台
地区

3.6 

11.8 12.6 

17.1 
16.0 

14.5 14.7 14.3 
12.5 11.7 10.9 11.2 12.1 

0

5

10

15

20
お出かけ交通
の総利用者数
（万人/年）

・「おでかけ交通」は、高台地区や廃止路線地区における生活の足を確保する役割を担っています。

・平成23年度に、高台地区で１地区、および廃止路線対策として３地区で新たに試験運行が開始（１

地区は運休中）され、利用者総数は、減少から微増に転じています。 

・高齢化社会が進むなか、高台など道路幅が狭くてバスが通りにくく、公共交通サービスが十分に行き

届いていない地区が存在し、また利用者が少ないバス路線の廃止により、外出することが難しい地区

が増えてきています。そこで現在、市内の８つの地区（１地区は運休中）で「おでかけ交通（※）」を

実施しています。

【実施地区】

●高台地区  ：枝光地区、大蔵地区
●廃止路線対策：木屋瀬・楠橋・星ヶ丘地区、合馬・道原地区、平尾台地区、田代・河内地区、

恒見・喜多久地区、田野浦地区（試験運行：運休中）

※「おでかけ交通」とは、高台地区や廃止路線地区において、地域住民の皆さん自らが、おでかけ時

の交通手段を確保するため、地域住民と交通事業者と市の三者が協働して、マイクロバスやジャン

ボタクシーを運行するものです。

「おでかけ交通の概要」 

回答者数

129

7

248

66

228

7.8%

13.3%

9.3%

14.3%

5.6%

10.1%

12.5%

24.2%

32.6%

28.6%

26.7%

27.2%

27.3%

40.3%

57.1%

41.9%

64.0%

28.8%15.2% 4.5%

7.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合馬・道原地区

平尾台地区

木屋瀬地区

枝光地区

桜丘地区

30歳代以下 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

■高齢者中心のおでかけ交通 

資料：利用者を対象とした各アンケートより

■おでかけ交通の利用者数の推移 

・「お出かけ交通」の利用者の

大半は、高齢者です。 
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（５）公共交通の利便性に対する市民の意識 

『市民の半数が公共交通での移動に満足、 

一方で駅やバス停等の施設までの距離が長いことが不便と感じる市民意識が増加』

23.0%

57.3%

46.2%

22.1%

12.4%

0.7%

27.0%

50.9%

40.2%

23.4%

14.8%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

駅や停留所が近くにない

列車やバスの本数が少ない

公共交通機関同士の乗継ぎが不便だ

（距離が離れている、待ち時間が長い）

パーク・アンド・ライドの取組みが不十分である

その他

無回答

H21年度

H24年度

■問）公共交通の利便性に対する市民の満足度 

・市民意識アンケートによると、公共交通での移動は便利であると感じる市民が半数を超え、その満

足度も向上しています。 

・一方で、不便と感じる理由は、バス停や駅までの距離が長いという意見が高くなっています。 

平成21年度調査：市内居住20才以上の3,000人対象に調査 

有効回答数1,618票、有効回答率53.9％ 

平成24年度調査：市内居住20才以上の3,000人対象に調査 

有効回答数1,488票、有効回答率49.6％

資料：市民意識調査（新しいまちづくりによる市民満足度等について）（平成21年度実施）

市民及び企業における市政満足度等調査（平成24年度実施）

■問）公共交通での移動が不便であると感じる理由

11.5%

12.2%

39.9%

43.3%

15.9%

16.2%

22.4%

20.2%

5.6%

6.2%

4.7%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年度

H24年度

とても感じている ある程度感じている
どちらとも言えない あまり感じていない
ほとんど感じていない 無回答

51.4%

55.5%
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２．道路交通の現状 

（１）都市計画道路の整備状況 

『都市計画道路の整備は着実に進行』 

5,823 6,246 6,512 6,144 

1,385 
1,299 

1,333 
1,141 

702 
748 

809 
1,062 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H6 H11 H17 H22

■北九州市内道路種別別走行台キロの推移

一般道路計 都市高速計 高速道路計（都市高速除く）

（千台キロ/12時間）

7,910

(1.00)

8,293

(1.05)

8,654

(1.09)

(年)

8,347

(1.06)

382.6 391.0 401.8
457.2

494.0 497.3

640 658
695

721 709 696

59.8% 59.4%
57.8%

63.4%

69.7%
71.5%

40%

45%

50%

55%

60%

65%

70%

75%

80%

0

100

200

300

400
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600

700

800

H2 H6 H11 H17 H20 H23

整備済延長(km) 計画延長(km) 整備率(%)

延長(km) 整備率(%)

・都市計画道路網の整備（整備済み延長）は着実に進んでおり、最近21年間で約115kmの区間を

供用しています。 

・なお、自動車走行台キロ（自動車台数×走行距離）は、横ばい・減少傾向へ変化しています。 

※トリップ数：移動した回数

資料：都市計画年報

最近21年で 

約115kmの整備 

※データは各年３月31日時点 

※整備済延長とは、改良済延長と概成済延長の和 

資料：道路交通センサス

■北九州市都市計画道路整備状況 
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（２）道路の混雑状況 

『主要渋滞箇所が点在』 

（３）都市高速道路の利用状況 

『都市高速道路は、環境面、安全面で優位であり、有効活用が望まれる』 

115
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103 103
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利用交通量

0

（千台/日）

（年度）

8 4

211

180

0

50

100
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250

H17 H23 H17 H23

都市高速 一般国道

（指定区間）

（件/億台キロ）

・一般道の整備の進捗に伴い、道路の混雑や渋滞は減少していますが、小倉都心部や黒崎周辺，小

倉南区等では、国道を中心に混雑しており、主要渋滞箇所（区間）が点在しています。 

■北九州市内における主要渋滞箇所（平成25年1月） 

・都市高速道路は、国道など一般道利用に比べ、ＣＯ2排出量・事故率など、環境面、安全面で優位

です。 

・利用台数は減少から微増へ転じましたが、さらに有効活用されることが望まれます。 

■北九州都市高速道路利用実績 ■交通事故率

資料:H4～H23北九州市 統計年鑑

※H25年度はH25年4月～H26年2月：福岡北九州高速道路公社HPより

資料）H17：道路交通センサスより集計 

   H23：【都市高速】福岡北九州道路公社ＨＰより 

【一般国道】交通事故マッチングデータより集計
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（４）歩行者・自転車の利用環境 

①歩道整備状況 

②自転車専用レーンの整備状況 

1,273
1,397

1,637

1,259
1,133 1,057

855907
1,030

1,293

1,285
1,434

1,300
1,136

0

500

1,000

1,500

2,000

H5 H8 H11 H14 H17 H20 H24

バイク 自転車(件/年)

・北九州市の歩道の延長は伸びているものの、整備率は、県道が67％、市道が20％と低い状況です。 

・地球環境にやさしい徒歩・自転車の移動環境の向上が望まれます。 

資料:交通年鑑

■北九州市自転車･二輪車の事故件数の推移 

資料:北九州市

■北九州市歩道整備率 

180.7km 182.3km

107.4km 88.6km

288.1km
270.8km

交通戦略

策定時

現在

（H25年時点）

未整備

整備済

62.7% 67.3%

705.1km 751.8km

3,080.3km 3,013.9km

3,785.5km 3,765.7km

交通戦略

策定時

現在

（H25年時点）

未整備

整備済

18.6% 20.0%

【県道】 【市道】 

【自転車専用レーン】 

整備延長：4,330m 

■小倉都心部における自転車専用レーンの整備状況（平成25年11月現在）

[(都)博労町線] [(都)大門木町線] 

■自転車専用レーンの状況写真 

・小倉都心部を中心に、自転車走行のための専用レーンが整備されています。 
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３．移動に制約を受ける人々の交通環境の現状 

（１）高齢化の現状 

『他の政令市に比べて高齢化（65歳以上人口割合の増加）の進展が顕著』 

20.5%

18.3%

19.7%

25.1%

17.4%

20.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

札幌市

仙台市

広島市

北九州市

福岡市

14大都市平均

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32

資料：「H22国勢調査」より

■高齢化率の推移及び将来推計 

■高齢化率の比較（政令市） 

・北九州市は、全国平均を上回る速度で高齢化が進行しています。 

・今後も、さらに高齢化の進展が予想されます。 

資料：平成22年までは「国勢調査」。 

平成27年、32年については、全国、福岡県は国立社会

保障人口問題研究所の中位推計。（平成25年） 

（平成22年国勢調査をベース） 
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（２）高齢者の交通需要の現状 

『高齢者の交通需要が増加しているが、免許非保有の高齢者の外出率(50%)は非常に低い』 

『公共交通への依存度が高い高齢者』 

■北九州市内居住者の車保有･免許の有無別人口構成
（5歳以上）※ 車保有：世帯での車保有 

■北九州市内高齢者（65歳以上）の利用交通手段 

・車や免許を持たない、自由に車を使えない環境の高齢者ほど、公共交通への依存度が高くなって

います。 

・高齢者のうち４割は、家族の車や車の免許もない交通環境にあります。 

資料：「第4回北部九州圏パーソントリップ調査(H17)」より
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7.3

13.5

22.1

78.3

56.6

12.0

24.5

11.4

4.3

7.3

46.9

29.5

47.5

8.8

22.0

24.2

0.4

4.0

2.0

0.7

0.9

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

□車非保有・免許なし

□車非保有・免許あり

□車保有・免許なし   

□車保有・免許あり   

＜高齢者トリップ計＞

鉄道 バス タクシー 自家用車 二輪 徒歩 その他

百トリップ百トリップ

3,547

1,385

2,132

112

1,415

33.8%

18.9%

32.4%

14.1%

公共交通分担率

8.6%

13.5%

40.1%

26.1%

27.6%

57.2%

29.0%

3.3%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内居住者

うち高齢者

車非保有・免許なし 車非保有・免許あり 車保有・免許なし 車保有・免許あり

車利用
不可

車利用
自由

車利用
制約

資料：「第4回北部九州圏パーソントリップ調査(H17)」より 

・高齢者人口の増加に伴い、高齢者の交通需要（発生集中量）は着実に増加していますが、免許保

有の有無で外出率や一日あたり移動回数に差があり、特に後期高齢者（75歳以上）の外出率の

差（23％）は、顕著です。 → 免許保有者に比べて、非保有者は気軽に外出をしにくい状況

にあります。 

・しかしながら、後期高齢者の免許非保有者でも二人に一人は外出していることから、高齢者が免

許を保有していなくても、気軽に外出できる移動手段の確保が望まれます。

原単位：トリップ／人(グロス） 外出率

2.07
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1.17

1.82 1.771.821.821.70
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73%77%
87%90%89%89%88%
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非保有者原単位 保有者原単位

非保有者外出率 保有者外出率

■高齢者の交通需要の推移（北九州市関連） ■年齢階層別免許有無別の外出率等（市在住者） 

資料：「北部九州圏パーソントリップ調査」より 資料：「第4回北部九州圏パーソントリップ調査(H17)」より
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（３）公共交通の利便性に対する高齢者の意識 

『公共交通は、高齢者には欠かせない移動手段』 

（４）高齢者の交通事故の現状 

『高齢者ほど高い交通事故発生割合』 

1,964
2,010

2,086 2,091
2,145

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

H20 H21 H22 H23 H24

（件/年）
　（件/10,000h）

0.75
0.82

1.19

0.00

0.50

1.00

1.50

65歳未満 65～74歳 75歳以上

・高齢化の進展に伴い、北九州市における高齢者の事故件数は増加傾向にあります。 

・特に後期高齢者ほど運転時間当たりの交通事故件数が多くなっています。 

・今後も、高齢者の免許保有者の増加と、加齢による身体能力低下により、高齢者の交通事故増加

が危惧されます。 

75歳以上は、65歳未満の1.59倍

の運転時間当たり事故件数

※発生件数は高齢者（65歳以上の方）が第１当事者又

は第２当事者になった事故件数を示している。 

■北九州市における高齢者交通事故発生件数 ■運転時間当たりの事故件数＜平成17年＞

資料：「交通年鑑（福岡県警）」、 

第４回北部九州圏パーソントリップ調査より 

約9％増加

資料：「交通年鑑（福岡県警）」より

■問）公共交通の利便性に対する高齢者の満足度 

・市民意識アンケートによると、公共交通での移動は便利であると感じる高齢者は半数を超え、年齢

が進むにつれ、利便性の満足度も高くなっています。 

資料：市民意識調査（新しいまちづくりによる市民満足度等について）（平成21年度実施）

市民及び企業における市政満足度等調査（平成24年度実施）

高齢者回答数：H21調査725票 

H24調査685票 

14.1%

9.7%

16.0%

17.1%

41.4%

47.1%

40.8%

45.8%

16.6%

16.4%

12.9%

14.9%

19.9%

19.8%

20.9%

13.5%

3.0%

6.1%

4.1%

4.8%

5.0%

0.9%

5.2%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年度

H24年度

H21年度

H24年度

とても感じている ある程度感じている
どちらとも言えない あまり感じていない
ほとんど感じていない 無回答

６
０
歳
代

７
０
歳
以
上

55.5%

56.8%

56.8%

62.9%
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４．地球温暖化問題の現状

（１）北九州市のＣＯ2排出量 

『運輸部門における地球温暖化（CO2排出）には自動車が大きく影響』 

1.42 
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■１人を１km運ぶときのCO2排出量 

       （単位：ｇ- CO2／人㎞）

・本市全体のCO2排出量は年々増加していま

すが、運輸部門の排出量は近年、減少に転

じました。 

・運輸部門でのCO2排出量のうち、自動車か

らの排出量が77%を占めていますが、その

割合は減少しています。

・旅客輸送における自家用乗用車の旅客輸送

１人１km当たりのCO2排出量は、バスや鉄

道に比べて高くなっています。

・速度が低いほどCO2排出原単位は高く、特に

混雑する道路等の自動車の低速走行は、CO2

排出量の増加につながります。

■自動車の走行速度別CO2排出原単位 

資料：道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠

（平成22年度版）国土技術政策総合研究所資料より

■北九州市のCO2排出量の推移 

乗用車に比べてＣＯ２

排出量が少ない公共交通 

資料：国土交通省資料（2011年度）

■北九州市の運輸部門のCO2排出量の内訳

資料：北九州市 環境局

廃棄物

工業プロセス

運輸

業務

家庭（暮らし）

産業

エネルギー転換 資料：北九州市 環境局
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（２）環境への配慮に対する市民意識 

『環境への配慮に対する意識が市民の多くに浸透』 

■問）環境に配慮した生活行動の有無 

・市民意識アンケートによると、環境に配慮した生活行動の実践は市民の半数以上が行っている。 

・行政や市民が行う環境に配慮した取り組みに対して、半数近くの人が、ある程度以上の満足を感じ

ています。 

平成21年度調査：市内居住20才以上の3,000人対象に調査 

有効回答数1,618票、有効回答率53.9％ 

平成24年度調査：市内居住20才以上の3,000人対象に調査 

有効回答数1,488票、有効回答率49.6％

資料：市民意識調査（新しいまちづくりによる市民満足度等について）（平成21年度実施）

市民及び企業における市政満足度等調査（平成24年度実施）

■問）環境に配慮した取り組みに対する満足度
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61.4%
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